
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

序章「１学期」を終え、いよいよ本章の「２学期」に突入
いたします。１学期を踏まえて、さらに向上できる小国中を
めざして、一人一人が幸せを感じ、成長できる２学期にして
いきましょう。 
保護者の皆様には、今学期も引き続き、本校の教育活動に

ご理解とご協力をいただきますようどうぞよろしくお願いいたします。 
始業式で次のようなお話をさせていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年８月２１日（金）発行  第８号    文責：校長 安部 行史 

小国町立小国中学校 学校だより 
 

２学期始業式校長式辞より 
 
皆さん、おはようございます。今日から 2学期の始まりです。 

夏休みはどうでしたか。お家でゆっくり過ごしたり、お盆に親戚と会ったり、小国町の
外へ出かけたりと、それぞれに素敵な時間を過ごしたことと思います。こうして今日、皆
さんと無事に再会できたことを心から嬉しく思います。 
そして何より、今日こうして学校に来られたこと。それだけで 100点満点です。 

本当は「友達に会えるのが楽しみ！」という人ばかりではなく、「なんとなく学校に行く
のが重たいな……」と憂鬱な気持ちだった人も多いのではないでしょうか。実は、先生た
ちも、そして大人も同じ気持ちになることがあります。 
でも、考えてみてください。どんなに楽しい夏休みも、毎日続くとそれが「当たり前」

になって、最初の頃のワクワクは薄れていきます。人は同じ生活に慣れると、刺激を感じ
なくなるものなのです。今日皆さんが学校に来たのは、また新しい「楽しみ」を作るため

の第一歩です。         
ここで、皆さんに知っておいてほしい言葉があります。 「禍福（かふく）はあざなえ

る縄（なわ）のごとし」。 そして、「人間（じんかん）万事（ばんじ）塞翁（さいおう）
が馬（うま）」という言葉です。少し難しい言葉ですが、これらは「良いことと悪いこと
は、より合わせた縄のように交互にやってくる」、「何が幸せで、何が不幸かはすぐには分
からない」という意味です。つまり、今「学校が始まるのがつらいな」と感じているな
ら、それは次にやってくる「大きな楽しみや幸せ」につながる準備をしているということ
でもあります。 
これから始まる２学期、勉強や行事で大変なこともあるかもしれません。しかし、「こ

の大変な時期を乗り越えたら、どんな成長や幸せが待っているだろう？」と、自分の「心
のメガネ」を少し変えてみてください。これを「プラス思考」や「前向きな捉え方」と言

います。自分の受け取り方一つで、毎日の景色は変わり、運命さえも変わっていくので
す。 
３年生にとっては、中学校生活最後の２学期です。１・２年生の皆さんも、それぞれに

目標があるでしょう。「どんな２学期にするか」を自分で決め、自分の考え方をコントロ
ールすることができれば、きっと素晴らしい毎日になるはずです。 
皆さんの大いなる活躍と成長を期待して、式辞といたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この夏休み、本校の生徒たちは地域の中で、非常に充実した時間を過ごしました。白い森

学習センターでは様々なイベントが開催され、小国中生も積極的に参加する姿が見られま

した。特に印象的だったのは、中学 3年生を対象に行われた学習会『実力テスト数学対策

講座』での一コマです。本来であれば、塾などへ通って受講するような本格的な内容です

が、今回は地域学校協働推進員の渋谷洋司先生を中心とした講師の方々が、生徒一人ひと

りに寄り添い、個別かつ丁寧に指導してくださいました。地域の皆様の温かいご支援によ

り、このような貴重な学びの場が提供されていることに、この場を借りて深く感謝申し上

げます。何よりも、夏休みという「誰もが休みたい」時期に、自らの心を奮い立たせて学

習会に臨む生徒たちの姿には、目を見張るものがありました。一生懸命に問題に向き合う

その横顔は、非常にすがすがしく、そして未来への希望で輝いて見えました。 

目標に向かって努力する小国中生のひたむきな姿勢は、私たちの誇りです。保護者の皆

様におかれましても、日々生徒たちを支え、送り出してくださっていることに心より感謝

いたします。この経験が彼らの大きな自信へとつながることを確信しています。 

 

８月２０日（木）、環境パートナーの皆様に昇降
口脇の除草をしていただきました。当日は蒸し

暑い天気でしたが、生徒のために一生懸命作業
に当たってくださいました。温かい地域のご支
援に、心より感謝申し上げます。 

 

小国中学校では、多くの生徒が英語検定に主体的に挑戦しており、小国町からも検定料

の助成が行われています。 英語検定は 5級から 1級までありますが、それぞれのレベ

ルは以下のように位置づけられています。 

5級 ：中学初級程度  4級：中学中級程度  3級：中学卒業程度 

準 2級：高校中級程度 

さらに上の 2級になると、大学入試における出願資格や得点換算、英語試験免除な

ど、将来の進路選択においても活用の幅が大きく広がっていきます。 

この中で、中学卒業程度とされる高い目標である「3級」に、本校でもすでに見事合

格を果たした頼もしい「頑張り人」がいます。自ら進んで挑戦し、素晴らしい成果を出

したその努力を心から称えたいと思います。 

 

 


